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運用報告書（全体版） 

世界投資適格債オープン（通貨選択型） 
マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型） 

 

 
 

第19期（決算日：2019年９月17日） 
 

 

 
   

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「世界投資適格債オープン（通貨

選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型）」

は、去る９月17日に第19期の決算を行いました。ここ

に謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／債券 

信託期間 2020年３月13日まで（2010年４月16日設定） 

運用方針 
ファミリーファンド方式により、安定した収
益の確保を目指して運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

マネー・プール マザーファンド
受益証券 

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の公社債 

運用方法 
わが国の公社債を中心に実質的に投資し、常
時適正な流動性を保持するように配慮します。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

・マザーファンドへの投資割合
は、制限を設けません。 

・外貨建資産への投資は行いま
せん。 

マ ザ ー 
ファンド 

外貨建資産への投資は行いません。 

分配方針 

毎年３月15日および９月15日（休業日の場合
は翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に
基づいて分配を行います。分配対象額の範囲
は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価
益を含みます。）等の全額とします。基準価額
水準、市況動向、残存信託期間等を勘案して、
分配金額を決定します。（ただし、分配対象収
益が少額の場合には分配を行わない場合もあ
ります。） 
 

  
※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

 分配金額の決定にあたっては、原則として
分配を抑制する方針とします。（基準価額
水準や市況動向等により変更する場合が
あります。） 
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世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

15期(2017年９月15日) 10,017 0 △0.0 － － 7 

16期(2018年３月15日) 10,015 0 △0.0 － － 7 

17期(2018年９月18日) 10,014 0 △0.0 － － 7 

18期(2019年３月15日) 10,012 0 △0.0 － － 7 

19期(2019年９月17日) 10,010 0 △0.0 － － 7 
 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
   

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2019年３月15日 10,012 － － － 

３月末 10,012 0.0 － － 

４月末 10,011 △0.0 － － 

５月末 10,011 △0.0 － － 

６月末 10,011 △0.0 － － 

７月末 10,010 △0.0 － － 

８月末 10,010 △0.0 － － 

(期  末)     

2019年９月17日 10,010 △0.0 － － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
   

 



1

世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型）

運用経過
第19期：2019年３月16日～2019年９月17日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
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基準価額：左目盛

純資産総額：右目盛

第 19 期 首 10,012円
第 19 期 末 10,010円
既払分配金 0円
騰 落 率 －0.0％

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型）
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世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型）

基準価額は期首に比べ0.02％の下落となりました。
基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

運用資金に対するマイナス金利適用や信託報酬等コストなどが、
基準価額にマイナスに作用しました。

下落要因

世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型）
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世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型）

第19期：2019年３月16日～2019年９月17日

投資環境について

国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移、国庫短期証券（３ヵ月物）
の利回りはマイナス0.1％を下回る水準で
推移
日銀による金融緩和政策の影響を受けて、
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移し、足下ではマイナス0.07％
程度で推移しました。

日銀による短期国債の買入れなどから、
国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りはマ
イナス0.1％を下回る水準で推移しました。
期首から需給の緩みにより上昇基調で推
移していましたが、2019年８月上旬から
期末にかけて需給の引き締まりから低下
し、足下はマイナス0.14％程度で推移し
ました。

当該投資信託のポートフォリオについて

世界投資適格債オープン（通貨選択
型）マネー・プール・ファンドⅡ
（年２回決算型）
マネー・プール　マザーファンド受益証
券を主要投資対象とし、マザーファンド
の組入比率をおおむね98％以上に保ち、
実質的な運用はマザーファンドで行いま
した。

マネー・プール　マザーファンド
わが国のコール・ローンおよびＣＰ現先
取引等への投資を通じて、安定した収益
の確保および適正な流動性の保持を図り
ました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型）
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世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の通りと
させていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に
留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第19期
2019年３月16日～2019年９月17日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 100

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

世界投資適格債オープン（通貨選択
型）マネー・プール・ファンドⅡ
（年２回決算型）
引き続き、マネー・プール　マザーファ
ンド受益証券を高位に組み入れ、マザー
ファンドを通じて運用を行っていく方針
です。

マネー・プール　マザーファンド
物価は緩やかに上昇していくと予想して
いますが、日銀の物価目標である２％に

は届かないと思われます。したがって、
今後も金融緩和政策が継続すると想定さ
れることから、短期金利は低位で推移す
ると予想しています。以上の見通しによ
り、わが国の国債や短期国債（国庫短期
証券）現先取引、コール・ローンおよび
ＣＰ現先取引等への投資を通じて、安定
した収益の確保や常時適正な流動性の保
持をめざした運用を行う方針です。

世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型）
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世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型）

2019年３月16日～2019年９月17日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 1 0.005 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (0) (0.003) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (0) (0.003) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (0) (0.000) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0 0.002 (ｂ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 1 0.007

期中の平均基準価額は、10,010円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型）
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世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型）

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は0.01％です。

運用管理費用（受託会社）
0.00％

その他費用
0.00％

運用管理費用（販売会社）
0.01％

運用管理費用（投信会社）
0.01％

総経費率
0.01％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型）
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世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型）

○売買及び取引の状況 (2019年３月16日～2019年９月17日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
マネー・プール マザーファンド 8 8 8 9 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2019年３月16日～2019年９月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2019年３月16日～2019年９月17日) 

期首残高(元本) 当期設定元本 当期解約元本 期末残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
1 － － 1 商品性を適正に維持するための取得 

 

○組入資産の明細 (2019年９月17日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・プール マザーファンド 6,980 6,980 7,009 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年９月17日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

マネー・プール マザーファンド 7,009 98.0 

コール・ローン等、その他 144 2.0 

投資信託財産総額 7,153 100.0 
 
 
 

 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年９月17日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 7,153,167   

 コール・ローン等 143,683   

 マネー・プール マザーファンド(評価額) 7,009,481   

 未収入金 3   

(B) 負債 498   

 未払信託報酬 373   

 その他未払費用 125   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 7,152,669   

 元本 7,145,331   

 次期繰越損益金 7,338   

(D) 受益権総口数 7,145,331口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,010円 

 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 7,145,331円 

期中追加設定元本額 0円 

期中一部解約元本額 0円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0010円です。 

○損益の状況 (2019年３月16日～2019年９月17日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     2   

 支払利息 △     2   

(B) 有価証券売買損益 △   700   

 売買益 2,094   

 売買損 △ 2,794   

(C) 信託報酬等 △   498   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 1,200   

(E) 前期繰越損益金 △ 6,860   

(F) 追加信託差損益金 15,398   

 (配当等相当額) (  16,058)  

 (売買損益相当額) (△   660)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 7,338   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 7,338   

 追加信託差損益金 15,398   

 (配当等相当額) (  16,058)  

 (売買損益相当額) (△   660)  

 分配準備積立金 55,818   

 繰越損益金 △63,878   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2019年３月16日～ 
2019年９月17日 

費用控除後の配当等収益額 －円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 16,058円 

分配準備積立金額 55,818円 

当ファンドの分配対象収益額 71,876円 

１万口当たり収益分配対象額 100円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

①信用リスクを適正に管理する方法を新たに定める（分散型に分類）とともに、約款記載の整備を行うため、信用リスク集中回避のための投

資制限の追加およびこれに伴う投資制限の記載変更ならびに約款記載の整備を行い、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2019年６月15日） 

②当ファンドは信託約款に基づき、2020年３月13日に信託期間を終了し満期償還となる予定です。  
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